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NO.5■■基礎工学 NO.5

自動車の機械要素 ［１］ 氏名 正解　　／19

■ ねじ（P19～ P21）

【１】ボルトやナット類
るい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには×を記
き

入
にゅう

しな

さい。

１	．メートルねじのねじ山
やま

の角
かく

度
ど

は、45°である。

２．「M16×1.5」と表
あらわ

されるねじ山
やま

のピッチは1.5mmである。

３．「M16×1.5」と表
あらわ

される「六
ろっ

角
かく

ナット」のねじ山
やま

の高
たか

さは1.5mmである。

４．「M16×1.5」と表
あらわ

される「六
ろっ

角
かく

ナット」のめねじの谷
たに

の径
けい

は16mmである。

５．「M16×1.5」と表
あらわ

される「六
ろっ

角
かく

ナット」について、スパナは口
こう

径
けい

16mmのものを使
し

用
よう

する。

６．「M16×1.5」と表
あらわ

される「六
ろっ

角
かく

ナット」の標
ひょう

準
じゅん

締
し

め付
つ

けトルクは1.5N･mである。

７	．ヘクサロビュラ・ボルトは、ボルトの頭
とう

部
ぶ

に星
ほし

形
がた

の穴
あな

を開
あ

けたもので、使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

は、ヘクサロビュ

ラ・レンチという特
とく

殊
しゅ

なレンチを用
もち

いる。

８	．スタッド・ボルトは、棒
ぼう

の一
いっ

端
たん

だけにねじが切
き

ってあり、そのねじ部
ぶ

が機
き

械
かい

本
ほん

体
たい

に植
う

え込
こ

まれている。

９	．戻
もど

り止
ど

めナット（セルフロッキング・ナット）を緩
ゆる

めた場
ば

合
あい

は、原
げん

則
そく

として再
さい

使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

となっている。

10	．スプリング・ワッシャは、ボルトやナットの緩
ゆる

み止
ど

めなどに用
もち

いられる。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

■ ベアリング（P22～ P23）

【２】ベアリングに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには×を記
き

入
にゅう

しなさい。

１	．半
はん

割
わ

り形
がた

プレーン・ベアリングは、クランクシャフトなどに用
もち

いられており、ラジアル方
ほう

向
こう

（軸
じく

と直
ちょっ

角
かく

方
ほう

向
こう

）の力
ちから

を受
う

ける。

２．プレーン・ベアリングは、ディファレンシャルに用
もち

いられている。

３	．一
いっ

般
ぱん

にプレーン・ベアリングは、油
ゆ

膜
まく

を保
たも

つ工
く

夫
ふう

が施
ほどこ

されているため、ローリング・ベアリングに比
くら

べ

て摩
ま

擦
さつ

が少
すく

ない。

４	．ローリング・ベアリングのうち、ラジアル・ベアリングには、ボール型
がた

、ニードル・ローラ型
がた

、シリン

ドリカル・ローラ型
がた

などがある。

５	．スラスト・ベアリングには、ボール型
がた

、ニードル・ロ－ラ型
がた

などがあり、トランスミッションなどに用
もち

いられている。

６	．アンギュラ・ベアリングには、ボール型
がた

、テーパ（円
えん

すい状
じょう

）・ローラ型
がた

などがあり、アクスル、ディ

ファレンシャルなどに用
もち

いられている。

７	．ローリング・ベアリングのうちアンギュラ・ベアリングは、ラジアル方
ほう

向
こう

だけの荷
か

重
じゅう

を受
う

けている。

８	．ローリング・ベアリングのうちアンギュラ・ベアリングは、スラスト方
ほう

向
こう

（軸
じく

と同
おな

じ方
ほう

向
こう

）だけの荷
か

重
じゅう

を受
う

ける。

９	．ローリング・ベアリングは、一
いっぱんてき

般的にプレーン・ベアリングに比
くら

べて摩
ま

擦
さつ

が著
いちじる

しい。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９



NO.23■■エンジン NO.23

エンジン本体［９］ 氏名 正解　　／12

■バルブ機構（P68～ P70）

【１】バルブ機
き

構
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには×を記
き

入
にゅう

しなさい。

	１	．エキゾースト・バルブのバルブ・ヘッドの外
がい

径
けい

は、一
いっ

般
ぱん

に排
はい

気
き

効
こう

率
りつ

を向
こう

上
じょう

させるため、インテーク・バ

ルブより大
おお

きい。

２	．一
いっ

般
ぱん

に、インテーク・バルブのバルブ・ヘッドの外
がい

径
けい

は、吸
きゅう

入
にゅう

混
こん

合
ごう

気
き

量
りょう

を多
おお

くするため、エキゾース	

ト・バルブより大
おお

きくなっている。

３	．バルブ・スプリングには、高
こう

速
そく

時
じ

の異
い

常
じょう

振
しん

動
どう

などを防
ふせ

ぐため、シリンダ・ヘッド側
がわ

のピッチを広
ひろ

くした

不
ふ

等
とう

ピッチのスプリングが用
もち

いられている。

４．バルブ・スプリングの材
ざいりょう

料は、耐
たいねつ

熱ばね鋼
こう

が用
もち

いられている。

５	．バルブ・シート・リングは、バルブ・ステムと密
みっ

着
ちゃく

し燃
ねん

焼
しょう

室
しつ

の気
き

密
みつ

を保
ほ じ

持する部
ぶ

分
ぶん

である。

６	．タイミング・チェーン又
また

はタイミング・ベルトの張
は

り具
ぐ

合
あい

を適
てきせつ

切な状
じょうたい

態にし、バルブ・タイミングを

適
てきせい

正に保
たも

つと共
とも

に、たわみによる騒
そうおん

音を防
ふせ

ぐためにテンショナが設
もう

けられている。

７	．カムシャフト・タイミング・スプロケットの回
かい

転
てん

速
そく

度
ど

は、クランクシャフト・タイミング・スプロケッ

トの２倍
ばい

である。

８	．カムシャフト・タイミング・スプロケットは、クランクシャフト・タイミング・スプロケットの１/２

の回
かい

転
てん

速
そく

度
ど

で回
まわ

る。

９．カムシャフトのカムの形
けい

状
じょう

は卵
らん

形
けい

状
じょう

で、カムの長
ちょう

径
けい

をカム・リフトという。

10	．カムシャフトのカムの長
ちょう

径
けい

と短
たんけい

径との差
さ

をカム・リフトという。

11	．カムシャフトのカムの長
ちょう

径
けい

と短
たんけい

径との差
さ

をクラッシュ・ハイトという。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

■ シリンダ・ヘッドの取り付け（P73）

【２】図
ず

に示
しめ

すシリンダ・ヘッド・ボルトの締
し

め付
つ

け順
じゅん

序
じょ

を記
き

入
にゅう

しなさい。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ｆ Ｇ

フロント

Ｈ Ｉ Ｊ

　　 		→　　		→　　		→　　		→　　		→　　		→　　		→　　		→　　		→



NO.40■■エンジン電気装置 NO.40

エンジン電気装置［１］ 氏名 正解　　／８

■ バッテリ（P139～ P141）

【１】充
じゅう

電
でん

された状
じょう

態
たい

から放
ほう

電
でん

状
じょう

態
たい

になったときの鉛
なまり

バッテリに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには

○を、適
てき

切
せつ

でないものには×を記
き

入
にゅう

しなさい。

１．負
ふ

極
きょく

板
ばん

の活
かつ

物
ぶっ

質
しつ

は、海
かい

綿
めん

状
じょう

鉛
なまり

から硫
りゅう

酸
さん

鉛
なまり

に変
へん

化
か

する。

２．負
ふ

極
きょく

板
ばん

の活
かつ

物
ぶっ

質
しつ

は、硫
りゅう

酸
さん

鉛
なまり

から二
に

酸
さん

化
か

鉛
なまり

に変
へん

化
か

する。

３．正
せい

極
きょく

板
ばん

の活
かつ

物
ぶっ

質
しつ

は、硫
りゅう

酸
さん

鉛
なまり

から二
に

酸
さん

化
か

鉛
なまり

に変
へん

化
か

する。

４．正
せい

極
きょく

板
ばん

の活
かつ

物
ぶっ

質
しつ

は、二
に

酸
さん

化
か

鉛
なまり

から海
かい

綿
めん

状
じょう

鉛
なまり

に変
へん

化
か

する。

１ ２ ３ ４

【２】鉛
なまり

バッテリに関
かん

する次
つぎ

の各
かく

文
ぶん

の（イ）～（ニ）にあてはまる適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

を記
き

入
にゅう

しなさい。

１	．電
でん

解
かい

液
えき

は、バッテリが完
かん

全
ぜん

充
じゅう

電
でん

状
じょう

態
たい

のとき、液
えき

温
おん

（イ）に換
かん

算
さん

して、一
いっ

般
ぱん

に比
ひ

重
じゅう

（ロ）のものが使
し

用
よう

されている。

２	．充
じゅう

電
でん

された鉛
なまり

バッテリは、負
ふ

極
きょく

板
ばん

は（ハ）、正
せい

極
きょく

板
ばん

は（ニ）で電
でん

解
かい

液
えき

の希
き

硫
りゅう

酸
さん

との間
あいだ

の化
か

学
がく

反
はん

応
のう

により

電
でん

気
き

エネルギを取
と

り出
だ

すことができる。

充
じゅう

電
でん

状
じょう

態
たい

	 負
ふ

極
きょく

板
ばん

	 電
でん

解
かい

液
えき

	 正
せい

極
きょく

板
ばん

	 ＋	 ＋
	 （ハ）	 （希

き

硫
りゅう

酸
さん

）	 （ニ）

１

イ ロ

２

ハ ニ



NO.49NO.49■■シャシ

動力伝達装置［１］ 氏名 正解　　／10

■ クラッチ（P166～ P169）

【１】ダイヤフラム・スプリング式
しき

クラッチに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないも

のには×を記
き

入
にゅう

しなさい。

１．クラッチ・ディスクは、一
いっぱん

般に単
たん

板
ばん

式
しき

より複
ふく

板
ばん

式
しき

のほうが、伝
でん

達
たつ

トルク容
よう

量
りょう

を大
おお

きくできる。

２	．クラッチ・カバーは、一
いっぱん

般にアルミ合
ごうきん

金をプレス加
か

工
こう

したもので、ダイヤフラム・スプリングやプレッ

シャ・プレートが組
く

み付
つ

けられている。

３	．クラッチ・フェーシングは、適
てきせつ

切な摩
ま

擦
さつ

係
けい

数
すう

をもち、かつ、温
おん

度
ど

に対
たい

する摩
ま

擦
さつ

係
けい

数
すう

の変
へん

化
か

が多
おお

いものが

要
よう

求
きゅう

される。

４．レリーズ・ベアリングには、スラスト式
しき

のボール・ベアリングが用
もち

いられている。

１ ２ ３ ４

【２】図
ず

に示
しめ

すクラッチ・ディスクのＡの部
ぶ

品
ひん

の名
めい

称
しょう

を記
き

入
にゅう

しなさい。

Ａ

A

■ クラッチ（二輪車）（P170）

【３】コイル・スプリング式
しき

クラッチに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには

×を記
き

入
にゅう

しなさい。

１．クラッチ本
ほん

体
たい

の構
こう

成
せい

部
ぶ

品
ひん

として、クラッチ・シュー、クラッチ・レバーなどがある。

２．クラッチ・プレッシャ・プレートの摩
ま

擦
さつ

面
めん

は、溝
みぞ

が切
き

られている。

３．クラッチ・ドライブ・プレートの摩
ま

擦
さつ

面
めん

は、滑
なめ

らかに平
へい

面
めん

仕
し

上
あ

げされている。

４	．クラッチ・ハウジングは、ハウジングにクラッチ・スリーブ・ハブがゴム又
また

はダンパを介
かい

してリベット

止
ど

めされて組
く

み立
た

てられている。

５	．クラッチ・スリーブ・ハブは、外
がい

周
しゅう

にスプラインが切
き

られ、クラッチ・ドリブン・プレートの内
うちがわ

側の歯
は

がはめ込
こ

まれている。

１ ２ ３ ４ ５



NO.71NO.71■■シャシ電気装置

燃料及び潤滑剤［２］ 氏名 正解　　／23

■ 潤滑剤 （P334～ P339）

【１】潤
じゅん

滑
かつ

剤
ざい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには×を記
き

入
にゅう

しなさい。

１．オイルの粘
ねん

度
ど

が低
ひく

過
す

ぎると粘
ねん

性
ど

抵
てい

抗
こう

が大
おお

きくなり、動
どう

力
りょく

損
そん

失
しつ

が増
ぞう

大
だい

する。

２．オイルの粘
ねん

度
ど

が高
たか

過
す

ぎると、粘
ねん

性
せい

抵
てい

抗
こう

が大
おお

きくなるが、動
どう

力
りょく

損
そん

失
しつ

は減
げん

少
しょう

する。

３．オイルの粘
ねんど

度が高
たか

過
す

ぎると粘
ねんせいていこう

性抵抗が大
おお

きくなり、動
どうりょくそんしつ

力損失が増
ぞうだい

大する。

４	．潤
じゅん

滑
かつ

剤
ざい

の粘
ねん

度
ど

が低
ひく

すぎると動
どう

力
りょく

損
そん

失
しつ

は減
げんしょう

少するが、油
ゆ

膜
まく

が切
き

れやすく潤
じゅん

滑
かつ

作
さ

用
よう

が十
じゅう

分
ぶん

に行
おこな

われなくな	

る。

５．粘
ねん

度
ど

指
し

数
すう

とは、温
おん

度
ど

によってオイルの粘
ねん

度
ど

が変
へん

化
か

する度
ど

合
あい

を示
しめ

す数
すう

値
ち

をいう。

６．粘
ねん

度
ど

指
し

数
すう

の大
おお

きいオイルほど温
おん

度
ど

による粘
ねん

度
ど

変
へん

化
か

の度
ど

合
あい

が少
すく

ない。

７．粘
ねん

度
ど

指
し

数
すう

の大
おお

きいオイルほど、温
おん

度
ど

による粘
ねん

度
ど

変
へん

化
か

の度
ど

合
あい

が大
おお

きい。

８．粘
ねん

度
ど

指
し

数
すう

の小
ちい

さいオイルほど温
おん

度
ど

による粘
ねん

度
ど

変
へん

化
か

の度
ど

合
あい

が少
すく

ない。

９．粘
ねん

度
ど

番
ばん

号
ごう

に付
つ

いているWは、冬
とう

季
き

用
よう

または寒
かん

冷
れい

地
ち

用
よう

を意
い

味
み

している。

10．SAE粘
ねん

度
ど

分
ぶん

類
るい

では、粘
ねん

度
ど

番
ばん

号
ごう

が大
おお

きいものほど粘
ねん

度
ど

が低
ひく

くなる。

11．SAE10Wのエンジン・オイルは、シングル・グレード・オイルである。

12．SAE20Ｗ－40のエンジン・オイルは、マルチ・グレード・オイルである。

13	．マルチ・グレード・オイル（ギヤ・オイル）は、運
うん

転
てん

条
じょう

件
けん

又
また

は外
がい

気
き

温
おん

度
ど

（季
き

節
せつ

）によって、数
すう

種
しゅ

の粘
ねん

度
ど

番
ばん

号
ごう

のオイルで使
つか

い分
わ

けなければならない。

14．グリースは、常
じょう

温
おん

では半
はん

固
こ

体
たい

状
じょう

であるが、潤
じゅん

滑
かつ

部
ぶ

が作
さ

動
どう

し始
はじ

めると摩
ま

擦
さつ

熱
ねつ

で徐
じょ

々
じょ

に柔
やわ

らかくなる。

15．グリースは、常
じょう

温
おん

で半
はん

固
こ

体
たい

状
じょう

であり、摩
ま

擦
さつ

熱
ねつ

で温
おん

度
ど

が上
じょう

昇
しょう

しても柔
やわ

らかくなることはない。

16．グリースは、点
てん

検
けん

・給
きゅう

油
ゆ

が頻
ひん

繁
ぱん

に行
おこな

えない部
ぶ

分
ぶん

に用
もち

いられる。

17．リチウム石
せっ

けんグリースは、耐
たい

熱
ねつ

性
せい

や機
き

械
かい

的
てき

安
あん

定
てい

性
せい

が高
たか

い。

18．シャシ・グリースは、粘
ねん

着
ちゃく

性
せい

が劣
おと

るため、潤
じゅん

滑
かつ

部
ぶ

が露
ろ

出
しゅつ

している箇
か

所
しょ

に用
もち

いてはいけない。

19．シャシ・グリースは、流
りゅう

動
どう

性
せい

に優
すぐ

れているので、一
いっ

般
ぱん

にルブリケータによって給
きゅう

油
ゆ

される。

20．ブレーキ・グリースは非
ひ

石
せっ

けん系
けい

のシリカゲル・グリースに分
ぶん

類
るい

される。

21	．ブレーキ・グリースは、マスタ・シリンダ内
ない

のゴム部
ぶ

分
ぶん

に用
もち

いる。

22	．ブレーキ・グリースは、ゴム部
ぶ

分
ぶん

に悪
あく

影
えい

響
きょう

を与
あた

えない特
とくせい

性があり、マスタ・シリンダ内
ない

部
ぶ

に用
もち

いられる。

23	．ドライブ・シャフト・グリースは、ジョイント部
ぶ

の構
こうぞう

造や車
しゃしゅ

種などによって、基
き ゆ

油にリチウム石
せっ

けんを

加
くわ

えたものや、添
てん

加
か

剤
ざい

としてモリブデンを加
くわ

え極
きょく

圧
あつ

性
せい

や耐
たい

摩
ま

耗
もう

性
せい

を向
こう

上
じょう

させたものなどが用
もち

いられている。
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